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会場案内図

福生消防署
瑞穂出張所

仮庁舎

至
青

至
新

図書館
ふれあい
センター

ひばり

保健
センター

商工会

Ｐ

Ｐ

スカイホール

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

役場

みずほ
ひじり
保育園

駐輪場あおしん

中央
体育館

残 堀 川

青梅街道

Ｐ

A

D

C

E

ま
つ
り
会
場

本部

狭山丘陵通り

まつり警戒本部

B

B

G

H F 町民会館

駐輪場

※天候などにより内容を変更する
 場合があります。催し物催し物催し物

 役場交差点・特設ステージA

開会式

タクミクルー（ブレイクダンス）
武州唐獅子太鼓・唐獅子鳴子踊り

瑞穂音頭流し踊りコンクール表彰式

午後3時～3時40分瑞穂小町（HIP HOP）

午後6時40分～6時55分
午後4時～5時

午後7時30分～7時50分

 青梅信用金庫駐車場D

模擬店           午後3時～9時

 役場駐車場C

ワクワクイベント（商工会青年部） 午後3時～8時

瑞穂町バスケットボール連盟 バスケットボールシュートゲーム 午後3時～5時

 たまるカードイベント会場E

ちびっ子スタンプラリー 午後3時から

瑞穂青少年吹奏楽団演奏 午後3時30分～4時30分

POPO-A-PODS（HIP HOP キッズ）

ブレイクダンス講座（ワークショップ）
講師：Hajime　沖縄県小浜島出身
得意技：エアートラックス
所属チーム：Feeling of Soul　ほか
経歴：三代目J Soul Brothers、
ももいろクローバーZのバックダンサー。
FREESTYLE SESSION JAPAN2015出場。

午後5時～5時30分
※順延になった際には、中止となります。

午後7時30分～8時30分
※順延になった際には、中止となります。

電子メール
（s.yonehara@shokokai-tokyo.or.jp）
または電話にて事前申込み。
先着３０人（無料）   

  クリーンタイム（5分間）
午後5時から
午後7時から

会場内の清掃にご協力ください。

Ｐ臨時駐車場
午前10時～午後10時

歩行者専用
午後1時30分
　     ～10時
トイレ

※臨時駐車場以外への駐
車はご遠慮ください。

農協シルバーまちかど梅 宿

石畑上駐在所

主 催 瑞穂町観光協会

協　賛

※当日は、安全管理上、会場内でのドローンの飛行を禁止します。

東京瑞穂ライオンズクラブ、西多摩農業協同組合、
青梅信用金庫、西武信用金庫、多摩信用金庫、福生遊技場組合

後 援 瑞穂町、瑞穂町商工会
協 力 瑞穂町交通安全推進協議会
本部臨時電話 090―1552―6802

（当日のみ利用可）

問合せ 瑞穂町観光協会（商工会内） 557－3389

日 時 8月20日㈯ 午後3時～9時
（雨天の場合は21日㈰）

場 所 役場西側道路周辺

第20回 みずほサマーフェスティバル

 町民会館F

　会場内のごみは、ごみ置き場へ分別して出し
てください。
　また、歩行中の喫煙は禁止します。喫煙は、
指定の喫煙場所でお願いします。

 役場通り（  のエリア）
模擬店
瑞穂音頭流し踊りコンクール
瑞穂ひょっとこ連
沖縄の踊り創作エイサー
琉球鼓舞道場

午後3時～9時

午後5時30分～6時30分

午後7時～7時30分

午後8時20分～8時50分

B

※まつり会場交通規制…午後1時30分～10時

役場（仮庁舎）隣りG

消防コーナー 午後3時～9時

イベント広場H

縁日コーナー（ちびっ子ゲーム）・休憩所 午後3時～5時

フラダンス
フラ ハラ ウ カ ヒヴァヒヴァ ナ プア 午後7時50分～8時15分
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瑞穂町総合防災訓練  9月4日㈰
午前9時から
（3時間程度）

問合せ　地域課　　557―7610

訓練テーマ　「つながり合い、支え合い、高め合う」

　熊本地震の発生、首都直下地震などの切迫性が指摘される中、地域を守るための災害への備えはますます重要となっています。
瑞穂町と瑞穂町自主防災組織連絡協議会、瑞穂町消防団などとの協働により「瑞穂町総合防災訓練」を実施します。

※午前９時（発災予定）にサイレンが鳴りますので、火災と間違えないようにお願いします。
※中止の場合は午前８時に防災行政無線でお知らせします。
※暑い場合は、飲料水（ペットボトルなど）を持参し、各自で水分補給を行ってください。

すべての住民の方を対象とした訓練です。初めての方も
ぜひお越しください。

一
時
集
合
場
所
・
訓
練
会
場

町
内
名

一
時
集
合
場
所

訓
練
会
場

五　

小

五　

小

　

武
道
館

　

三　

小

　

二　

小

武　

蔵　

野

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

グ
ラ
ン
ド

　

瑞　

中

　

瑞　

中

　

武
道
館

町
営
グ
ラ
ン
ド

町
営
第
2
グ
ラ
ン
ド

町
営
グ
ラ
ン
ド

町
営
第
2
グ
ラ
ン
ド

　
一　

 

小

　
一　

 

小

　
一　

 

小

安
住
町

表　

町

仲　

町

中
芝
町

東
砂
町

西
砂
町

丸　

町

神
明
町

表
東
町

表
上
町

上
仲
町

旭　

町

東 

一 

丁
目

東
三
丁
目

中
三
丁
目

西
三
丁
目

西 

一 

丁
目

二
丁
目

四
丁
目

五
丁
目

六
丁
目

七
丁
目

八
丁
目

九
丁
目

松
原
町

春
日
町

愛
宕
町

水
保
町

駒
形
町

高
根
町

栗
原
町

松
山
町

南
平
町

長
岡
町

東
長
岡
町

ニ
本
木
町

旭
が
丘
自
治
会

富
士
山
町

安
住
町
広
場

表
橋

仲
町
広
場

玉
林
寺
公
園
・
辻

村
上
頼
弘
宅
裏

石
畑
会
館

阿
弥
陀
堂

神
明
神
社

吉
岡
起
久
雄
宅

御
嶽
神
社

狭
山
谷
公
園

第
２
分
団
詰
所
前

円
福
寺
駐
車
場

中
三
丁
目
会
館

箱
根
ケ
崎
西
会
館

直
接
訓
練
会
場
へ

宿
東
公
園

箱
根
ケ
崎
駅
東
口
前

直
接
訓
練
会
場
へ

西
多
摩
農
協
瑞
穂
支
店
前

直
接
訓
練
会
場
へ

箱
根
ケ
崎
南
会
館

九
丁
目
広
場

松
原
町
集
会
所

か
す
が
公
園

直
接
訓
練
会
場
へ

西
村
板
金
工
場
前
・
西
村
隆
男
宅

駒
形
公
会
堂

高
根
町
会
館

栗
原
町
公
会
堂

松
山
公
園

さ
か
え
町

み
ず
ほ
さ
か
え
公
園

富
士
見
町

富
士
見
公
園

南
平
ひ
ば
り
公
園

下
野
公
園
ま
た
は
直
接
訓
練
会
場
へ

幼
児
公
園

ニ
本
木
公
園

第
１
集
会
所・第
２
集
会
所

武
蔵
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
裏
広
場

少
年
サ
ッ
カ
ー
場・富
士
山
公
園・

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
瑞
穂
富
士
山
店

地域コミュニティの強化。参加者・見学者、新規加入者を増やし、地域での絆、つながりを広げる。
いざという時に助け合える人間関係、信頼関係、協力関係を築き、災害時要援護者の支援体制を強化する。

地域における防災意識、防災知識、防災技能の向上。防災意識を高め、防災や地域の特性に関する正確
な知識を身につけ、各地域で共有、実践する。

つながり合い …

支え合い ………

高め合う ………

三小 一小

町営第２
グランド

瑞中
五小

訓練会場

ニ小

武蔵野
コミュニティ
グランド

町営グランド

武道館

○災害時要援護者の方もぜひご参加ください。避難誘導を希望される方は、事前に地域課まで
ご連絡ください。

  今年の訓練の特徴

▶協働型の総合防災訓練
▶発災対応型訓練の実施
▶救援物資搬送訓練
▶災害備蓄品の積極活用
▶高校生によるポンプ放水

○　　　は平成27年度からの変更点です。
○お住まいの地域の町内名がご不明な方は、地域課へお問い合わせください。
○各町内会、自治会では新規加入を受け付けています。

直
接
訓
練
会
場
へ
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